
萩の三角州
成り立ちはマグマの活動

　藩の城下町は、阿武川の河口部に形成された三角州に築かれ
た。三角州の形成にはマグマの活動が深くかかわっている。東
へ 30㌔離れた阿東町と津和野町の境付近で、数十万年前から
相次いで火山が噴火、巨大な湖がつくられた。湖が決壊し、水
が北へ向かって流れ出し、渓谷をつくって、日本海へ注ぐ。
　渓谷が長門峡、河口域に砂や泥が堆積してできた陸地（湿地）
が萩の三角州。萩城に近く海抜が高い砂丘上に武家屋敷や町人
地を築き、中央部の低湿地は田畑として利用、阿武川の氾濫の
際には遊水地として機能した。

（萩ものがたり 63「萩ジオパーク入門」から）
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萩・食
の
祭
典
２
０
１
９　
参
加
者
募
集

　

萩
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
る
熊く

ま
が
い谷

喜き
は
ち八

氏（K

キ

ハ

チ

IH
A

C
H

I

創
業
者
）
と
奥

田
政ま

さ
ゆ
き行

氏（「
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ァ
ー
ノ
」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
）
に
よ
る
、
萩
の
食

材
を
活
用
し
た
、
30
品
目
を
超
え
る

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

９
月
16
日
（
日
・
祝
）　

正
午
～
午
後
３
時

■
場
所　

道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
横
駐

車
場
（
雨
天
の
場
合
は
、
萩
・
田
町
商

店
街
）

■
定
員　

２
０
０
人
程
度
（
先
着
順
、

要
事
前
申
込
）

■
料
金　

５
０
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
付
）

■
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

フ
ォ
ー
ム
、電
話
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵

送
、萩
市
企
画
政
策
課
窓
口

■
支
払
方
法　

現
金
支
払（
窓
口
の
み
）、

現
金
書
留
、口
座
振
込

萩
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
＆

Ｂ
Ｂ
Ｑ 

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

株
式
会
社
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ａｐ
ｐ
ｌ
ｉ
が
、

萩・明
倫
学
舎
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出

　

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
で
あ
る
、
株
式
会
社

P
hone A

ppli(
フ
ォ
ン 

ア
プ
リ
）
が
、

萩
・
明
倫
学
舎
本
館
２
階
の
一
室
に
、

地
元
採
用
を
中
心
と
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を

目
指
す
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
「
萩 

明
倫
館 

ア
プ
リ
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を

来
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。
開
設
に
あ

た
り
、
山
口
県
立
会
い
の
元
、
萩
市
と

の
進
出
に
関
す
る
協
定
調
印
式
を
、
６

月
27
日
に
萩
・
明
倫
学
舎
で
行
い
ま
し

た
。

熊
谷
喜
八
シ
ェ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

た
ま
ち
テ
ー
ブ
ル

萩
の
食
と
お
酒
の
あ
ま
い
夜

　

商
店
街
の
店
舗
に
加
え
、
市
内
外
か

ら
ユ
ニ
ー
ク
な
屋
台
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
集
ま
り
、
萩
の
食
と
お
酒
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

９
月
14
日
（
土
）、15
日
（
日
）　

午
後
５
時
～
９
時

■
場
所　

萩
・
田
町
商
店
街

■
対
象　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
可

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
２
６
・
３
８
０
３
）

　

㈱P
hone A

ppli

（
２
０
０
８
年

創
業
、
本
社
東
京
）
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型

Ｗ
ｅ
ｂ
電
話
帳
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
シ
ェ

ア
№
１
と
い
う
事
業
実
績
に
加
え
、
事

業
拡
大
を
下
支
え
す
る
た
め
に
、
自
社

の
働
き
方
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

奥田政行氏

熊谷喜八氏

申込フォーム

■
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

　

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
テ

レ
ワ
ー
ク
」
や
、
そ
れ
に
伴
う
Ｉ
Ｔ
機

器
や
社
内
ル
ー
ル
の
確
立
、
ま
た
最
先

端
の
オ
フ
ィ
ス
環
境
を
合
わ
せ
て
整
え

る
こ
と
で
、「
働
き
方
改
革
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
し
て
、
業
界
を

先
導
す
る
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、18
年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
連
結
子
会
社
と
な

り
、
経
営
基
盤
を
強
化
。

　

一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
業
界
全
体
の
拡
大
に

伴
い
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
人

材
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
同
社

に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
海

外
及
び
国
内
の
地
方
に
人
材
を
求
め
る

中
、
萩
を
２
年
前
に
視
察
。
そ
の
人
材

輩
出
の
歴
史
・
文
化
的
経
緯
に
感
銘
を

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
市
内
高
卒
社

会
人
の
質
の
高
さ
に
ふ
れ
、
今
回
の
進

出
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
ア
プ
リ
開
発
セ
ン
タ
ー

　
「
萩
・
明
倫
館 

ア
プ
リ
開
発
セ
ン

タ
ー
」
は
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
と
、
地
方
で
の
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
、
年
間

６
～
10
名
、
中
期
目
標
50
名
規
模
の
就

業
機
会
を
創
出
し
ま
す
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
の
た
め
、
株
式
会

社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム

社
が
提
供
す
る
「
誰
も
が
平
等
に
学
び

活
躍
で
き
る
人
財
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
全
面
的
に
採
用
し
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発
者
の
人
財
育
成
を
短
期
間

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
社
採
用
予
定
者
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
地
元
の
若
者
が
抱
え
る

都
心
と
の
機
会
格
差
と
い
っ
た
弊
害
な

ど
を
な
く
し
、
誰
も
が
質
の
高
い
教
育

を
平
等
に
受
け
、
働
い
て
い
く
こ
と
を

支
援
し
、
将
来
的
に
は
、
地
方
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
に
販
売
で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
開
発
を
担
え
る
よ
う
な
人
材
の

輩
出
を
目
的
に
公
益
的
な
事
業
も
同
拠

点
に
て
展
開
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

萩
市
は
、
今
後
Ｉ
Ｔ
人
材
が
、
Ｉ
Ｔ

産
業
以
外
の
業
種
に
も
必
要
と
な
る
こ

と
を
見
据
え
、
人
財
育
成
・
地
域
へ
の

啓
発
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

更
な
る
誘
致
推
進
や
、
地
元
高
校
生
・

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

萩明倫館アプリ開発センター　
イメージ図
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旧
明
倫
小
学
校
３
・
４
号
棟
の
整
備

に
係
る
「
一
般
寄
付
」、「
ふ
る
さ
と
寄

付
」
を
現
在
募
集
中
で
す
が
、
９
月
中

旬
か
らR

レ

デ

ィ

フ

ォ

ー

E
A

D
Y

F
O

R

株
式
会
社（
東

京
都
文
京
区
）
の
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始
し

ま
す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
萩
市

初
の
試
み
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
寄

付
の
申
込
み
が
で
き
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
寄
付
手
続
き
も
可

能
で
す
。

　

寄
付
者
に
は
「
寄
付
受
領
証
明
書
」

や
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
書
」
を

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
税
金
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
外
の
個
人

■
募
集
期
間　

９
月
17
日
か
ら
90
日
間

（
予
定
） 旧

明
倫
小
学
校
３・４
号
棟
の
整
備
に
係
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始
！

　

今
年
は
、
萩
藩
校
明
倫
館
が
創
建

し
て
３
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で

す
。
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
全
国

か
ら
旧
藩
主
の
ご
子
孫
の
方
々
が
一

堂
に
会
す
る
「
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

萩
大
会
」（
実
行
委
員
会
会
長 

毛
利

元
敦
・
毛
利
報
公
会
会
長
）
を
11
月

30
日
（
土
）
に
、
萩
市
民
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
本
サ
ミ
ッ
ト

の
成
功
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

協
賛
金
や
寄
付
金
を
募
集
し
ま
す
。

■
原
則
１
口
１
万
円
か
ら
受
付

（
企
業
・
団
体
の
方
は
、
５
口
か
ら
）

■
特
典（
金
額
に
応
じ
た
特
典
を
提
供
）

○
大
会
広
報
制
作
物
、
記
念
冊
子
へ

の
掲
載

○
会
場
等
に
掲
示
す
る
パ
ネ
ル
等
へ

の
掲
載

○
記
念
品
（
令
和
の
萩
焼
杯
な
ど
）

■
申
込
方
法　

萩
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

◆
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会
事
務

局
（
萩
・
明
倫
学
舎
推
進
課
内
）

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
６
９
）

「
第
17
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
萩
大
会
」開
催

皆
様
の
ご
厚
志（
協
賛
金・寄
付
金
）を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

R
E

A
D

Y
F

O
R

の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
を
検
索
し
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。（「
明
倫 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
」
で
も
サ
イ
ト
が
表
示
さ

れ
ま
す
）

　

支
払
方
法
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

銀
行
振
込
の
ど
ち
ら
か
を
お
選
び
い
た

だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他　

寄
付
金
額
に
応
じ
て
、
旧

明
倫
小
学
校
を
整
備
す
る
過
程
で
生
じ

た
廃
材
を
使
用
し
た
記
念
品
な
ど
を
、

後
日
お
届
け
し
ま
す
。

　

明
倫
小
学
校
卒
業
生
や
そ
の
関
係
者

の
方
々
、
そ
し
て
萩
市
を
愛
す
る
皆
様

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
産
業
戦
略
室

（
０
８
３
８
・
２
１
・
３
３
５
１
）

■
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
萩
大
会
の
概
要

　

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
本
の
経

済
界
、
教
育
界
の
有
志
が
中
心
と
な
っ

て
設
立
さ
れ
た
漢
字
文
化
振
興
協
会
が

主
催
し
、
全
国
の
藩
校
関
係
者
間
の
学

術
文
化
交
流
を
通
じ
て
、
漢
字
文
化
を

後
代
に
伝
え
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
平
成
14
年
以
降
、
全

国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

こ
の
萩
大
会
で
は
、
関
係
各
位
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
歴
史
を
紐
解
き
、
萩
の

明
倫
館
を
は
じ
め
、
各
地
の
藩
校
教
育

が
生
み
出
し
た
優
れ
た
人
々
に
思
い
を

致
し
、
萩
の
将
来
の
ひ
と
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
と
き　

令
和
元
年
11
月
30
日
（
土
）

午
後
２
時
～
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
主
な
内
容

　

全
国
か
ら
萩
に
集
結
し
た
旧
藩
主
の

ご
子
孫
に
よ
る
藩
主
会
議
、
全
国
の
藩

校
関
係
者
に
よ
る
藩
校
会
議
、
須
佐
育

英
塾
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
論
語
素
読
、

明
倫
小
学
校
児
童
に
よ
る
松
陰
先
生
の

朗
唱
、
萩
光
塩
学
院
高
校
生
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
参
加
藩
ご
当
主
紹
介
、

記
念
講
演
会
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教
授 

本
郷
和
人
氏
）
ほ
か　

「
熱
中
小
学
校
萩
明
倫
館
」

10
月
開
校
予
定

　

10
月
19
日
（
土
）、
全
国
で
12
校
目

と
な
る
「
熱
中
小
学
校
萩
明
倫
館
」
が

開
校
し
ま
す
。

熱
中
小
学
校
と
は

　

２
０
１
５
年
10
月
に
、
山
形
県

高た
か
は
た
ま
ち

畠
町
で
廃
校
活
用
策
と
し
て
始
ま
っ

た
、
地
域
を
元
気
に
す
る
人
材
育
成
の

場
（
学
生
・
大
人
の
社
会
塾
）。

　

毎
月
１
回
の
各
界
の
一
流
講
師
に
よ

る
個
性
的
な
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
や
活
動
を
地
域
に
育
ん

で
い
き
ま
す
。

　

市
内
外
の
方
々
に
継
続
的
な
学
び
の

機
会
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
外
部
人

材
と
の
交
流
を
進
め
、
起
業
や
創
業
、

社
会
貢
献
な
ど
多
様
な
分
野
で
活
躍
で

き
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
輩

出
を
目
指
し
ま
す
。

○
校
長　

鈴
木
寛
（
東
京
大
学
・
慶
應

義
塾
大
学
教
授
）

○
教
頭　

井
上
伊
三
郎
（
株
式
会
社
井

上
商
店
会
長
）、
田
子
み
ど
り
（
株
式

会
社
コ
ス
モ
ピ
ア
代
表
取
締
役
社
長
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
産
業
戦
略
室

（
０
８
３
８
・
２
１
・
３
３
５
１
）

※
詳
し
く
は
萩
市
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の

　
　
　
　

社
会
・
産
業
人
材
育
成
塾
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初
め
ま
し
て
、
東
京
と
萩
の
２
拠
点

で
美
容
業
「
ａ
ｎ
ｎ
ａ　

Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」

を
営
ん
で
お
り
ま
す
林 

杏
奈
と
申
し

ま
す
。
私
は
旧
須
佐
町
で
生
ま
れ
、
萩

高
等
学
校
を
卒
業
後
に
東
京
の
山
野
美

容
専
門
学
校
へ
進
学
。
都
内
サ
ロ
ン
１

店
舗
を
経
た
後
に
、
い
ま
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
美
容
室
と
合
わ
せ
て
約
14

年
間
勤
務
し
た
後
、
２
年
前
に
独
立
い

た
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
が
美
容
師
を
志
し
た
き
っ
か

お
洒
落
を
心
か
ら
楽
し
め
る
も
の
は
少

な
い
で
す
。
そ
れ
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、
施
設
で
も
美
し
く
い
る
と
い
う

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
、
実
際
に
ヘ
ア

メ
イ
ク
で
喜
ば
れ
る
姿
を
み
る
と
、
歳

を
重
ね
て
も
綺
麗
で
い
た
い
と
い
う
想

い
は
多
く
の
女
性
が
願
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

自
分
の
祖
母
も
そ
う
で
す
が
、
何
歳

に
な
っ
て
も
ど
こ
に
い
て
も
、
女
性
で

あ
る
喜
び
を
感
じ
て
楽
し
む
こ
と
で
、

元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
貢
献
と
し
て
「
美
容
の

力
で
高
齢
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

お
手
伝
い
が
し
た
い
」
と
考
え
て
お
り
、

医
療
や
介
護
な
ど
高
齢
者
の
多
い
現
場

を
応
援
す
る
力
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

東
京
・
山
野
美
容
専
門
学
校
卒
、
原

宿
の
サ
ロ
ン
１
店
舗
を
経
て
、
代
々
木

の
「
ａ
ｉ
ｎ
ａ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
」
に
入
社
。

　

２
０
１
７
年
に
独
立
し
、
現
在
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
で
活
動
中
。
現
在
は
、
東

京
を
ベ
ー
ス
に
、
月
の
１
週
間
を
山
口

で
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
と
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

を
行
う
２
拠
点
で
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
施
設
で
カ
ッ
ト
な
ど
を

行
う
訪
問
美
容
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、

美
容
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
活
動
も
行
っ
て

い
る
。

■
問
い
合
わ
せ

9annahayashi2@
gm

ail.com

と
て
も
美
意
識
が
高
く
、
大
変
喜
び
関

心
を
持
た
れ
ま
し
た
が
、
関
心
を
持
っ

て
も
最
新
の
メ
イ
ク
方
法
を
教
わ
る
場

が
な
い
、
メ
イ
ク
道
具
を
揃
え
た
り
、

そ
の
情
報
を
得
た
り
す
る
環
境
が
な
い

こ
と
で
、
美
容
熱
が
冷
め
て
し
ま
う
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
当
は
、
最
新
の
メ
イ
ク
や
新
し
い

商
品
を
使
い
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
だ
か
ら
っ
て
諦

め
よ
う
、
と
な
ら
な
い
よ
う
私
が
東
京

と
山
口
を
行
き
来
す
る
こ
と
で
、
環
境

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

幼
少
期
よ
り
高
齢
者
の
方
々
と
触
れ

合
う
機
会
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
美

容
に
よ
る
福
祉
活
動
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
も
美
容
福
祉
を
萩
で
も
お
声
掛

け
い
た
だ
い
た
際
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
、
美
容
福
祉
の
あ
り
方
や

考
え
方
と
し
て
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、

“
美
し
さ
”
で
す
。

サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
で
は
有
難
い
こ
と
に
お

客
さ
ま
や
地
元
・
萩
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
て
開
業
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

若
い
方
に
も
ご
来
店
い
た
だ
い
た
際
、

と
て
も
可
愛
ら
し
い
お
顔
を
自
分
の
持

つ
メ
イ
ク
技
術
や
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
容

姿
が
変
わ
る
こ
と
で
自
信
を
持
ち
、
ま

た
、
東
京
と
の
２
拠
点
に
よ
り
見
聞
き

し
た
体
験
な
ど
話
を
す
る
た
び
に
、
美

容
だ
け
で
な
く
視
野
が
広
が
る
こ
と
で

輝
く
そ
の
表
情
は
、
学
生
時
代
に
憧
れ

を
抱
い
た
自
分
と
重
な
り
、
少
し
ず
つ

恩
返
し
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す

　

ま
た
、
世
界
遺
産
な
ど
の
風
景
を
背

景
に
写
真
を
撮
影
す
る
と
萩
市
の
持
つ

地
域
の
魅
力
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま

す
。

　

東
京
と
２
拠
点
を
決
意
し
た
の
は
、

美
容
業
界
は
新
し
い
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、

技
法
な
ど
、
東
京
と
地
方
で
は
情
報
の

鮮
度
や
入
手
し
や
す
さ
が
全
然
違
う
た

め
で
す
。

　

独
立
す
る
前
、
帰
省
し
た
際
、
最
新

ア
イ
テ
ム
や
技
法
を
持
ち
帰
っ
て
地
元

の
方
に
届
け
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

東
京
と
萩
（
須
佐
）
の
２
拠
点
で

美
容
業
（
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
）

美
容
師
を
目
指
す
き
っ
か
け
、

２
拠
点
で
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク

美
容
福
祉
に
よ
っ
て“
美
し
く
”

あ
り
続
け
る
街
へ

（
萩
市
須
佐
出
身
、
東
京
都
在
住
、

萩
高
校
平
成
15
年
卒
、
34
歳
）

林
　
杏あ
ん
な奈

さ
ん

け
は
、
萩
に
い
た
学
生
時
代
か
ら
感
じ

て
い
た
美
容
へ
の
憧
れ
や
希
望
、
そ
し

て
、
と
て
も
お
洒
落
な
祖
母
の
影
響
で

し
た
。

　

従
業
員
と
し
て
働
い
て
い
た
頃
か
ら
、

地
元
「
須
佐
湾
花
火
大
会
」
で
の
ア
レ

ン
ジ
サ
ロ
ン
な
ど
の
限
定
オ
ー
プ
ン
、

高
齢
者
支
援
施
設
の
カ
ッ
ト
や
ヘ
ア
メ

イ
ク
活
動
な
ど
美
容
福
祉
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
２
拠
点
を

活
か
し
た
美
容
提
案
」
は
、
月
に
１
回

と
い
う
頻
度
で
、
場
所
は
面
貸
し
と
い

う
形
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
萩
に
お
け
る

須佐ホルンフェルスでのモデルカット
　

東
京
で
も
訪

問
美
容
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
高
齢

者
施
設
等
で
さ

れ
て
い
る
も
の

の
多
く
は
、
美

容
と
い
う
よ
り

も
理
髪
で
あ
り
、
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シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
の
食
感
と
、
甘
味
と

酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
み
ず
み
ず

し
い
果
汁
が
爽
や
か
な
「
青
梨
」。
代

表
品
種
の
「
二
十
世
紀
」
は
、「
昔
は

こ
れ
し
か
な
か
っ
た
の
よ
」
と
懐
か
し

む
方
も
多
い
、
萩
近
郊
で
昔
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
た
梨
の
品
種
で
す
。

　

収
穫
時
に
黄
緑
色
の
果
皮
は
、
だ
ん

だ
ん
黄
色
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
黄

緑
色
と
黄
色
が
虎
の
模
様
の
よ
う
に
ま

だ
ら
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。
こ
の
状
態

は
「
虎と

ら
う熟

れ
」
と
呼
ば
れ
、
甘
み
と
酸

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
最
高
に
整
っ
た
食
べ

頃
の
サ
イ
ン
で
す
。

■
道
の
駅
萩
往
還

（
０
８
３
８
・
２
２
・
９
８
８
９
）

全
国
発
送
い
た
し
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
道
の
駅
萩
往
還
」
で
検
索

身
が
好
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
つ
ぼ
焼
き

も
身
の
お
い
し
さ
と
少
し
苦
み
を
感
じ

る
肝
の
お
い
し
さ
が
ク
セ
に
な
り
ま
す
。

　

萩
で
は
１
年
を
通
し
て
エ
ッ
チ
ュ
ウ

バ
イ
、
オ
オ
エ
ッ
チ
ュ
ウ
バ
イ
が
水
揚

げ
さ
れ
ま
す
。
殻
の
高
さ
が
12
㌢
ほ
ど

の
白
色
が
か
っ
た
巻
貝
で
、
白
バ
イ
や

バ
イ
貝
と
呼
ば
れ
て
店
頭
に
並
ん
で
い

ま
す
。

　

漁
の
方
法
は
「
か
ご
漁
」
で
、
か
ご

　

今
回
は
、
ア
ワ
ビ
と
サ
ザ
エ
、
バ
イ

貝
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
号（
７
月
号
）

で
ニ
ナ
、タ
カ
ノ
ツ
メ
、嫁
の
皿
を
紹
介
。

　

萩
で
は
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
・
メ
ガ
イ
ア

ワ
ビ
・
マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
の
種
類
が
水
揚

げ
さ
れ
、
高
級
貝
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
萩
沖
の
海
岸
沿
い
や
島
の
周
辺

で
水
揚
げ
さ
れ
、
か
つ
て
見
島
で
殻
の

長
さ
24
㌢
と
い
う
巨
大
な
ア
ワ
ビ
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ワ
ビ
の
旬
は
成
熟
し
て
く
る
夏
場
。

刺
身
、
酒
蒸
し
、
煮
貝
が
代
表
的
な
料

理
法
で
す
。
身
が
し
ま
っ
て
か
た
い
ク

ロ
ア
ワ
ビ
、
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
は
刺
身
に
。

マ
ダ
カ
ア
ワ
ビ
な
ど
は
身
が
柔
ら
か
い

た
め
、
蒸
す
料
理
や
バ
タ
ー
ソ
テ
ー
が

お
勧
め
で
す
。

　

萩
の
サ
ザ
エ
漁
獲
量
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。
萩
沖
の
島
周
辺
で
海あ

ま士
が
潜

水
し
て
採
取
し
て
い
ま
す
。
サ
ザ
エ
の

寿
命
は
７
～
８
年
で
、
殻
の
高
さ
は
大

き
な
も
の
で
15
㌢
ほ
ど
。
特
に
見
島
や

大
島
産
は
大
き
な
サ
イ
ズ
の
も
の
も
水

揚
げ
さ
れ
ま
す
。
サ
ザ
エ
は
角
が
大
き

い
も
の
ほ
ど
荒
波
で
育
ち
、
角
が
小
さ

な
も
の
や
角
が
な
い
も
の
は
穏
や
か
な

海
で
育
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
で
は
鮮
度
の
良
さ
を
活
か
し
た
刺

　

お
盆
を
過
ぎ
、
梨
が
店
頭
に
並
ぶ
と

と
も
に
次
第
に
高
ま
る
秋
の
気
配
。
萩

近
郊
の
梨
産
地
と
い
え
ば
、
萩
小
川
と

阿
武
町
福
賀
。
こ
れ
か
ら
11
月
頃
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
梨
が
入
荷
し
ま
す
。

　

梨
の
品
種
は
そ
の
果
皮
の
色
か
ら

「
赤あ

か
な
し梨

」
と
「
青あ

お
な
し梨

」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
食
味
や
食
感
が
異
な
り
、
好

み
も
は
っ
き
り
と
分
か
れ
る
赤
梨
と
青

梨
。
お
す
す
め
の
品
種
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

強
い
甘
味
と
後
に
広
が
る
芳
醇
な
香

り
が
特
徴
の
「
赤
梨
」。
9
月
に
入
る

と
「
幸
水
」、
続
い
て
「
豊
水
」
と
品

種
の
リ
レ
ー
が
始
ま
り
ま
す
が
、
中
で

も
人
気
が
高
い
の
は
10
月
頃
か
ら
入
荷

す
る
阿
武
町
福
賀
産
の
「
南
水
」
で
す
。

　

赤
梨
は
青
梨
と
比
べ
、
果
肉
が
柔

ら
か
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、「
南
水
」

は
比
較
的
果
肉
が
硬
め
で
日
保
ち
も
良

い
の
が
特
徴
。
そ
の
品
質
の
高
さ
か
ら

「
福
賀
の
南
水
」
の
名
前
で
農
産
物
の

や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ
れ
て

お
り
、
ご
贈
答
に
も
お
す
す
め
で
す
。

道
の
駅
・
萩
往
還
　
農
産
物
直
売
所

菜
々
色
マ
ル
シ
ェ
通
信
「
梨
」

萩
小
川
と
阿
武
町
福
賀

赤
梨
「
南な
ん
す
い水

」

青
梨
「
二に
じ
っ
せ
い
き

十
世
紀
」

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
水
産
物「
萩
で
親
し
ま
れ
て
き
た
貝
」②

萩
の
貝
そ
の
４
「
ア
ワ
ビ
」

萩
の
貝
そ
の
５
「
サ
ザ
エ
」

の
中
に
サ
バ
な
ど
の
餌
を
し
か
け
て
水

深
２
０
０
～
７
０
０
㍍
の
海
底
に
沈
め

ま
す
。
か
ご
を
あ
げ
る
と
中
に
バ
イ
貝

が
入
っ
て
い
ま
す
。
３
日
ほ
ど
か
け
て

漁
が
行
わ
れ
、
萩
の
港
に
戻
っ
て
き
た

船
に
は
箱
の
中
に
丁
寧
に
氷
詰
め
さ
れ

た
バ
イ
貝
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

刺
身
、
塩
焼
き
、
バ
タ
ー
焼
き
、
貝

飯
に
し
て
食
べ
ま
す
。

■
道
の
駅　

萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
で
検
索

萩
の
貝
そ
の
６
「
バ
イ
貝
」

　

今
号
を
も
ち
ま
し
て
、「
菜
々
色
マ

ル
シ
ェ
通
信
」、「
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信
」

は
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
短
い
間
で
し

た
が
、
ご
精
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

アワビサザエ

バイ貝
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観
光
地
で
有
名
な
岡
山
県
倉
敷
市
の

中
で
も
、
国
産
ジ
ー
ン
ズ
の
発
祥
の
地

で
あ
り
、
現
在
で
は
ジ
ー
ン
ズ
の
聖
地

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
児
島
で
生
を

享
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
市
の
中

高
一
貫
の
学
校
に
通
い
、
大
学
は
お
隣

兵
庫
県
の
関
西
学
院
大
学
に
進
学
し
ま

す
。
大
学
卒
業
後
は
ア
パ
レ
ル
会
社
に

入
社
し
、
販
売
や
国
外
買
付
け
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
脱
サ
ラ

し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
や
、
利
尻

島
の
ホ
テ
ル
で
働
い
た
り
し
て
、
知
見

を
広
げ
る
と
い
う
か
、
自
ら
の
興
味
心

に
従
っ
て
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う

に
い
く
つ
か
の
地
域
に
住
み
、
働
く
に

つ
れ
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
が
あ
り
、

そ
の
課
題
を
地
域
の
人
た
ち
と
話
し
な

が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も

重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

　

そ
う
し
て
、
長
野
県
駒
ヶ
根
市
や
京

都
府
伊
根
町
、
そ
の
他
徳
島
県
や
高
知

県
な
ど
、
当
時
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
友
人
が
勧
め

て
く
れ
る
と
こ
ろ
を
見
て
回
り
、
一
度

は
駒
ヶ
根
市
で
内
定
を
も
ら
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
地
域
で
人
が
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
な
い
な
と
感
じ
、
何
か
を

催
す
に
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
辞
退
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
矢
先
、
萩
市
の
募
集
を
見
つ
け
、

16
年
５
月
萩
に
初
め
て
訪
れ
ま
す
。
出

会
い
、
話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
方
々
の

印
象
が
と
て
も
良
く
、
当
初
は
２
泊
の

予
定
で
し
た
が
結
局
４
泊
も
し
、
萩
か

ら
家
に
戻
っ
て
す
ぐ
応
募
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

16
年
12
月
、
萩
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
就
き
ま
し
た
。
自
治
体
か
ら
任
せ

ら
れ
る
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
任
期
を

終
え
た
後
、
こ
の
地
で
生
活
し
て
い
く

基
盤
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な

使
命
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
昨

年
か
ら
運
営
し
て
い
る
「
ヨ
シ
ダ
キ
カ

ク
」
が
あ
り
ま
す
。
萩
夏
み
か
ん
ま
つ

り
の
マ
ル
シ
ェ
や
萩
・
竹
灯
路
物
語
で

の
「
ち
る
バ
ル
」
な
ど
を
企
画
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
、
萩
で
集
ま
る
思
い

の
あ
る
人
た
ち
の
「
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
た
い
」、「
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
な
」
と
い
う
声
を
形
に
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
私

の
根
幹
に
あ
る
「
地
域
の
課
題
を
地
域

の
人
と
話
し
あ
い
な
が
ら
解
決
し
て
い

く
」
と
も
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
萩
市
に

は
萩
市
を
思
い
、
意
見
を
も
っ
て
い
る

人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
行
動

を
起
こ
す
き
っ
か
け
や
場
が
少
な
い
と

感
じ
、
思
い
の
あ
る
人
の
後
押
し
が
で

き
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
長

線
に
あ
る
ヨ
シ
ダ
キ
カ
ク
だ
け
で
生
計

を
立
て
る
の
は
難
し
く
、
ほ
か
に
何
か

で
き
る
も
の
は
と
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
山
口
銀
行
萩
支
店
浜
崎
出
張
所
の

跡
地
が
「
萩
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
／
山
口
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ

ボ
萩
」
と
な
り
、
こ
ち
ら
の
指
定
管
理

業
者
を
公
募
し
て
い
た
の
で
、
応
募
し

今
年
５
月
か
ら
管
理
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
起
業
・
創
業
を
目
指

　

２
０
１
６
年
12
月
か
ら
萩
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
勤
め
、
18
年
に
は

イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営
を
手
が
け
る
「
ヨ

シ
ダ
キ
カ
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
市
内
で

数
々
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

今
年
５
月
か
ら
は
「
萩
市
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
／
山
口
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
萩
」
の
指
定
管
理
業
務

を
受
諾
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た

事
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ぞ
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
言
え
る
活
躍
を
み
せ
る
吉

田
知
弘
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
／
ヨ
シ
ダ
キ
カ
ク 

代
表

（
岡
山
県
出
身
、萩
市
在
住
、40
歳
）

す
方
を
支
援
す
る
こ
と
と
、
山
口
大
学

の
萩
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
・

研
究
活
動
を
行
う
拠
点
で
あ
り
、
地
元

の
方
と
起
業
者
、
大
学
生
の
つ
な
が
り

な
ど
に
よ
っ
て
、
新
し
い
発
想
や
活
力

な
ど
が
生
ま
れ
る
場
所
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
目
下
、
施
設
の
管
理
を

通
じ
て
、
思
い
の
あ
る
人
と
人
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
な
ど
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
展
開
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
先
に
、
地
域

の
方
々
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
話

し
あ
い
な
が
ら
、
地
域
の
問
題
を
解
決

す
る
、
今
ま
で
の
萩
に
は
な
い
何
か
を

創
造
で
き
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

■
ヨ
シ
ダ
キ
カ
ク

萩
市
江
向
１
６
５　

Ｂ
２
０
２

（
０
８
０
・
１
６
３
８
・
４
４
５
０
）

■
萩
市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
／
山
口
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
ラ
ボ
萩

萩
市
大
字
浜
崎
町
２
０
９
番
地

（
０
８
３
８
・
２
１
・
５
０
２
２
）

吉
田 

知と
も
ひ
ろ弘

さ
ん

地
域
の
課
題
を
、
地
域
の
人
と
話
し
あ
い
な
が
ら

解
決
し
て
い
く

い
く
つ
か
の
地
域
を
訪
れ
て

「
ヨ
シ
ダ
キ
カ
ク
」

指
定
管
理
と
合
わ
せ
て
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に
も
た
ら
さ
れ
、
複
数
の
藩
士
や
豪
商

熊
谷
家
の
宅
地
な
ど
に
植
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
一
家
に
つ
き
一
、二
本
、
自
家

消
費
用
に
植
え
ら
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

　

明
治
以
降
、
小
幡
高
政
は
な
ぜ
夏
み

か
ん
の
経
済
的
な
栽
培
を
開
始
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
士
族
（
旧
藩

士
）
の
救
済
対
策
に
起
因
す
る
。
明
治

四
年
に
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
る
や
、

藩
が
士
族
に
支
給
し
て
い
た
家
禄
（
給

録
）
は
明
治
政
府
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
府
財
政
の
三
割

に
も
上
っ
た
と
い
い
、
重
荷
に
な
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
政

府
は
、
明
治
九
年
に
金

き
ん
ろ
く
こ
う
さ
い

禄
公
債
証
書
発

行
条
例
を
公
布
、
華
族
・
士
族
の
秩ち

つ
ろ
く禄

を
廃
止
し
た
。
こ
れ
を
秩
禄
処
分
と
い

い
、
給
録
を
生
活
の
糧
と
し
て
き
た
士

族
に
と
っ
て
大
打
撃
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
山
口
県
で
は
困
窮
士
族
を

救
済
す
べ
く
、
授
産
局
を
設
置
、
士
族

授
産
結
社
と
し
て
、
明
治
八
年
に
木
綿

聚
社
（
賃
製
糸
問
屋
）、
明
治
十
二
年

に
保
全
社
（
桑
園
）、
明
治
十
三
年
に

尚
象
社
（
陶
磁
器
）・
覇
城
会
社
（
海

上
運
送
・
造
船
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
一
つ
が
、
明
治
九
年
に
小
幡
高
政

が
実
兄
祖
式
宗
助
、
宍
戸
某
ら
の
有
志

と
図
っ
て
結
成
し
た
耐
久
社
で
あ
る
。

　

し
ば
し
ば
歴
史
に
「
も
し
」
は
禁
物

と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
承
知
の

う
え
で
あ
え
て
想
像
し
て
み
る
と
、
も

し
明
治
九
年
に
小
幡
が
萩
に
帰
っ
て
こ

な
か
っ
た
ら
、
夏
み
か
ん
の
経
済
栽
培

が
始
ま
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
彼

の
人
生
は
い
わ
ず
も
が
な
、
萩
地
域
の

行
く
末
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
展
開
を

見
せ
た
に
相
違
な
い
。
起
死
回
生
、
萩

の
救
世
主
と
い
え
る
ほ
ど
ま
で
に
、
小

幡
の
帰
郷
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

と
い
う
の
は
、
小
幡
が
帰
郷
し
た
明

治
九
年
十
月
、
萩
の
乱
が
勃
発
し
て
い

る
か
ら
だ
。
萩
の
乱
が
、
佐
賀
を
皮
切

り
に
熊
本
・
秋
月
な
ど
で
起
き
た
士
族

反
乱
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
、
そ
の
最
大
の
も
の
は
明
治
十
年

の
西
南
戦
争
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
士
族

の
自
殺
的
行
為
に
等
し
い
。
先
に
見
た

よ
う
に
、
秩
禄
処
分
な
ど
で
士
族
の
特

権
が
剥
奪
さ
れ
る
な
か
、
路
頭
に
迷
う

彼
ら
は
政
府
に
対
し
て
捨
て
身
の
抵
抗

を
し
、
最
期
ま
で
「
武
士
」
の
精
神
を

貫
き
通
し
た
の
だ
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
士
族
で
あ
る

小
幡
は
武
器
を
取
ら
ず
、
農
具
を
選
択

し
た
。
彼
は
自
ら
土
地
を
耕
し
、
実
る

か
実
ら
な
い
か
期
待
と
不
安
ま
じ
り
の

な
か
、
夏
み
か
ん
と
い
う
果
実
に
自
ら

の
人
生
を
か
け
る
と
と
も
に
、
萩
の
ま

ち
の
運
命
を
も
託
し
た
の
で
あ
る
。
明

治
九
年
は
、
旧
城
下
町
、
萩
に
と
っ
て
、

忘
れ
が
た
い
年
な
の
だ
。

　

小
幡
ら
が
夏
み
か
ん
栽
培
を
開
始
し

た
当
初
、
周
囲
の
大
半
は
冷
淡
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
萩
に
は
旧
萩
城
三
ノ

　

小
幡
高
政
は
、
幕
末
、
萩
町
奉
行
ほ

か
藩
の
様
々
な
役
職
に
就
い
て
活
躍
し

た
藩
士
で
あ
る
。
江
戸
留
守
居
役
在
任

中
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
評
定

所
で
吉
田
松
陰
に
死
罪
が
宣
告
さ
れ
る

際
、
藩
代
表
と
し
て
立
会
し
た
こ
と
で

も
有
名
だ
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
小
倉
県

権ご
ん
れ
い令

（
現
在
の
県
知
事
に
相
当
）
に
就

任
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
九
年
三
月
、

老
母
危
篤
の
急
報
を
得
て
萩
に
帰
省
し
、

ま
も
な
く
辞
表
を
提
出
し
た
。
そ
し
て

こ
の
年
、
小
幡
は
夏
み
か
ん
の
経
済
的

な
栽
培
に
着
手
す
る
。
今
で
い
う
起
業

家
へ
の
転
身
で
あ
る
。
数
え
で
六
十
歳

の
時
で
あ
っ
た
。

　

夏
み
か
ん
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
萩

　

こ
れ
ま
で
十
回
に
わ
た
り
「
萩
の
産

業
遺
産
」
を
と
り
あ
げ
て
き
た
。
そ
れ

ら
は
、
幕
末
の
長
州
萩
藩
が
欧
米
列
強

の
軍
事
的
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
、
大

砲
や
軍
艦
な
ど
の
兵
器
生
産
を
近
代
化

（
工
業
化
）
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し

て
い
た
。
そ
れ
を
達
成
す
べ
く
、
萩
の

人
々
は
自
力
で
の
工
業
化
に
向
け
て
努

力
を
し
た
が
、
そ
の
大
方
は
試
行
錯
誤

の
段
階
に
止
ま
り
、
芳
し
い
成
果
を
上

げ
た
と
は
い
い
難
い
。

　

今
回
は
本
連
載
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
論
調
を
意
図
的
に
変

え
、
明
治
維
新
後
に
産
業
化
に
成
功
し
、

萩
を
最
も
経
済
的
に
支
え
た
夏
み
か
ん

栽
培
を
と
り
あ
げ
た
い
。
そ
の
発
祥
の

地
は
、
現
在
、
萩
の
五
月
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
る
「
萩
・
夏
み
か
ん

ま
つ
り
」
の
会
場
、
旧
田
中
別
邸
お
よ

び
「
か
ん
き
つ
公
園
」
で
あ
る
。
旧

田
中
別
邸
と
い
え
ば
、
第
二
十
六
代
首

相
田
中
義
一
の
別
邸
を
指
す
が
、
田
中

の
前
の
所
有
者
は
小
幡
高
政
で
あ
っ
た
。

明
治
以
降
の
萩
の
ま
ち
に
と
っ
て
「
大

恩
人
」
と
い
う
べ
き
小
幡
の
生
涯
と
と

も
に
、
夏
み
か
ん
の
産
業
化
の
歴
史
と

そ
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
総
括
学
芸
員
）

萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く

夏
み
か
ん
経
済
栽
培
発
祥
の
地

維
新
後
に
成
功
、
夏
み
か
ん
産
業
化

近
代
の
萩
を
潤
し
た
黄
金
の
果
実

小
幡
高
政
、
武
士
か
ら
起
業
家
に

転
身

困
窮
士
族
対
策
だ
っ
た
夏
み
か
ん

栽
培

萩
に
と
っ
て
忘
れ
が
た
い

明
治
九
年

丸
（
堀
内
）
を
は
じ
め
、
平
安
古
・
河

添
な
ど
に
広
大
な
武
家
屋
敷
の
空
地

が
あ
り
、
約
十
年
間
で
爆
発
的
に
栽

培
面
積
が
増
え
る
。
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
有
栖
川
宮た

る
ひ
と熾

仁
親
王
は

萩
を
訪
れ
、
小
幡
の
造
っ
た
橙
畑
を
賞

賛
し
た
。
小
幡
は
そ
の
労
苦
を
後
世
に

伝
え
る
べ
く
「
橙と

う
え
ん
の
き

園
之
記
」
と
い
う
石

碑
を
自
邸
に
建
て
た
。

　

そ
の
後
も
夏
み
か
ん
は
生
産
量
を
鰻

登
り
に
伸
ば
し
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、

当
時
の
萩
町
の
年
間
予
算
の
八
倍
に
も

の
ぼ
る
生
産
額
を
あ
げ
る
こ
と
と
な
る
。

販
路
は
、
県
外
は
お
ろ
か
国
外
に
ま
で

も
拡
大
、「
長
州
本
場
萩
夏
蜜
柑
」
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
、
萩
地
域
の
一
大

産
業
に
成
長
、
ま
さ
に
黄
金
の
果
実
と

な
っ
た
。

　

現
在
は
退
潮
傾
向
と
は
い
え
、
ま
だ

ま
だ
加
工
品
を
中
心
に
需
要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
夏
み
か
ん
を
「
萩
の
産

業
遺
産
」
と
い
う
に
は
ま
だ
早
い
か
も

し
れ
ず
、「
萩
の
産
業
文
化
」
と
し
て

今
後
も
活
用
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

【
参
考
文
献
】
田
中
助
一
編
『
本
場
名

産 

萩
の
夏
み
か
ん
』（
史
都
萩
を
愛
す

る
会
、
一
九
六
八
年
）

小幡高政（松本二郎
『小幡并山翁』より）

「橙園之記」碑
（旧田中別邸）

（
十
一
）
最
終
回
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下
町
の
風
情
を
残
し
つ
つ
、
現
代

美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

カ
フ
ェ
な
ど
が
並
ぶ
こ
と
か
ら
「
ア
ー

ト
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
・
清

澄
白
河
。
そ
の
一
角
に
あ
る
貸
し
ス

ペ
ー
ス
「
フ
レ
ミ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
」
を

会
場
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
タ
イ
ル

の
移
住
イ
ベ
ン
ト
が
、
６
月
15
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

企
画
・
演
出
を
手
掛
け
た
の
は
、
移

住
ド
ラ
フ
ト
で
も
実
績
が
あ
り
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
者
の
パ
イ
プ
役

と
な
る
団
体
「
ヤ
マ
グ
チ
の
デ
イ
リ
グ

チ
・
山
口
移
住
計
画
」
と
、
阿
武
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
・
鍋

な
べ
く
ら倉

旭あ
さ
ひさ

ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
「
移
住
計
画
」
な
ら

で
は
の
行
政
に
は
な
い
演
出
の
中
、Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
ト
ー
ク
と
共
に
、
萩
と

阿
武
の
「
と
な
り
ぐ
ら
し
」
の
あ
り
方

を
参
加
し
た
若
者
に
伝
え
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
・
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
萩
市
か

ら
熊く

ま
が
い谷

信の
ぶ
ち
か力

さ
ん
（
Ｊ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ａ

オ
ー
ナ
ー
）、
藤
林
真
理
絵
さ
ん
（
ツ

ム
グ
お
台
所
オ
ー
ナ
ー
）、
阿
武
町

か
ら
梅
田
将ま

さ
な
り

成
さ
ん
（
す
い
か
農
家
）、

吉
岡
風ふ

し

の
詩
乃
さ
ん
（
阿
武
町
暮
ら
し
支

援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

東
京
で
移
住
イ
ベ
ン
ト
「
と
な
り
ぐ
ら
し 

― 

萩
と
阿
武 

―
」

全員で記念撮影。参加者は総勢 32 人

　

７
月
20
日
に
今
年
で
３
回
目
と
な

る
「
令
和
元
年 

萩
・
明
倫
学
舎
ぞ

う
き
ん
が
け
ペ
ア
レ
ー
ス
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
前
回
本
紙
で
も
お
伝
え

し
た
よ
う
に
今
年
は
２
人
１
組
の
ペ

ア
と
な
り
、
特
製
ぞ
う
き
ん
を
使
用

し
ま
し
た
。
優
勝
は
低
・
高
学
年
と

も
に
、
長
門
市
の
小
学
生
に
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
大

盛
況
で
終
了
し
、
久
し
ぶ
り
に
小
学

生
の
元
気
な
声
と
足
音
が
帰
っ
て
き

て
、
校
舎
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

さ
て
今
回
、
優
勝
賞
品
と
し
て
天

体
望
遠
鏡
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、

萩
・
明
倫
学
舎
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
天

体
望
遠
鏡
を
贈
呈
し
た
の
か
ー
、
そ

の
カ
ギ
は
２
号
館
幕
末
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
あ
り
ま
す
。
天
文
の
展
示
で
、

最
初
に
目
を
引
く
「
象し

ょ
う
げ
ん
ぎ

限
儀
」
で
す
。

こ
れ
は
、
伊い

の
う能

忠た
だ
た
か

敬
が
実
際
に
日
本

地
図
を
作
成
し
た
と
き
に
使
用
し
た

器
具
を
１
８
３
１
年
に
複
製
し
た
も

萩
・
明
倫
学
舎
通
信

若
者
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
萩
市
と
阿
武
町

の
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
の
移
住

連
携
に
お
け
る
初
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
ま
で
単
独
で
の
取
り
組
み
を
そ
れ

ぞ
れ
続
け
て
き
た
両
市
町
が
共
同
で
開

く
移
住
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
が
初
。
さ
ら

に
地
元
の
山
口
銀
行
の
出
資
も
あ
り
、

ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
臨
む
移
住
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

北
浦
連
携
・
官
民
連
携

●
東
京
に
来
て
は
じ
め
て
、「
地
元
・

山
口
が
好
き
」
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

で
も
、東
京
も
好
き
な
ん
で
す
よ
。ど
っ

ち
も
捨
て
た
く
な
い
。
だ
か
ら
「
２
拠

点
生
活
」
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

（
埼
玉
県
在
住
・
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）

●
都
会
に
来
て
感
じ
た
の
は
、「
意
外

と
田
舎
に
興
味
が
あ
る
人
が
多
い
」
と

い
う
こ
と
。「
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
が

な
い
」
や
、
田
舎
だ
っ
た
ら
当
た
り
前

の「
満
点
の
星
空
を
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
友
だ
ち
も
多
い
。
魅
力
を
上
手

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
は
来

る
と
思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県
在
住
・
大
学
院
生
）

参
加
し
た
「
都
市
部
」
の
反
応

「
阿
武
町
は
人
口
３
３
０
０
人
の
小
さ

な
町
。
だ
け
ど
、
自
力
で
が
ん
ば
る
道

を
選
ん
だ
。
だ
か
ら
移
住
し
た
」
と
話

す
、鍋
倉
旭
さ
ん
（
平
成
29
年
に
移
住
）。

萩
・
明
倫
学
舎
と
伊
能
忠
敬

の
で
、
恒
星
の
高
度
か
ら
現
在
地
を
割

り
出
す
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

伊
能
忠
敬
（
１
７
４
５
～
１
８
１
８
）

は
、「
日
本
地
図
を
最
初
に
作
っ
た
人
」

の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
実
は
地

図
作
り
の
原
点
、
測
量
を
本
格
的
に
勉

強
し
始
め
た
の
は
、
幕
府
の
天
文
方
に

入
っ
た
50
歳
の
こ
と
で
し
た
。
55
歳
で

北
海
道
南
岸
の
測
量
を
皮
切
り
に
、
足

か
け
17
年
、
計
10
回
に
及
ぶ
日
本
全
国

の
測
量
を
71
歳
ま
で
自
分
の
足
で
行
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
萩
に
も
３
回
訪
れ

て
い
る
と
聞
く
と
驚
き
ま
す
。

　

話
を
ぞ
う
き
ん
が
け
に
戻
し
て
、
な

ぜ
天
体
望
遠
鏡
を
優
勝
賞
品
に
し
た
の

か
、
も
う
お
分
か
り
で
す
ね
。
萩
・
明

倫
学
舎
に
は
伊
能
忠
敬
の
展
示
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
、
と
い
う

点
と
、
伊
能
忠
敬
の
人
生
を
通
じ
て
何

か
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
２
点
で
す
。

彼
の
よ
う
に
、
50
歳
か
ら
で
も
年
齢
は

関
係
な
く
、
好
き
と
い
う
好
奇
心
を
突

き
詰
め
る
と
大
き
な
飛
躍
が
待
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
優

勝
賞
品
に
乗
せ
て
、
お
渡
し
し
ま
し
た
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
明
倫
学
舎

（
０
８
３
８
・
２
１
・
０
３
０
４
）

ぞうきんがけペアレース

伊能忠敬の象限儀
（幕末ミュージアム）

「先輩移住者」が、まちをＰＲ



122019 年 9月（第 149号）

「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

　この同期会は毎年実行中です。恩師横山繁先生（５年６年
担任）も 93 歳でご健在です。（前列中央が横山先生ご夫婦）
　今年も出席頂きました。特に今年は横山先生の絵画展が萩
市民館で開催され、そのお祝いも兼ねてまた一つ楽しい会に
なりました。出席者は傘寿を超えた人もボツボツあり、夫婦
で同席を含めて 15 名の祝宴は楽しい２時間でした。
　岩田会長はじめ萩在住の皆さんが、毎年この同期会に趣向
を凝らして準備をして頂き感謝で一杯です。来年も元気で再
会を誓い合いました。

楊井勝利（奈良県大和郡山市）

　令和へ改元も迫った４月半ば、今年も指月中８期関東在住
者の集いを銀座の会場で開催しました。
　今年は、遠路岡山在住の金澤隆城君や６年振り参加の金子

（旧姓大倉）久美子さんを交え、既に傘寿を迎えた人もいる
写真の 11 名が元気に再開を果たしました。
　幹事の乾杯で始まり、近況や思い出に楽しい時を過した同
期一同、再会の約束を交わし、指月中校歌「花吹雪く若草の
上に…」を唄って別れた会でした。
　　　　　　　 　　　　　　山口雄三（神奈川県横須賀市）

萩グランドホテル（萩市）

椿西小学校（昭和26年度
卒）同期会

６月10日会員投稿 銀座・吉乃翔（東京都）

指月中８期（昭和30年）卒業
生関東地区在住者の集い

会員投稿 ４月14日

会員投稿

関西山
やまなみかい

峡会
６月23日 太閤園（大阪市）会員投稿 ６月29日 日本橋プラザビル稲田屋

　　　　　　　（東京都）

萩高14期（昭和37年卒）東京
同期会

　「第 31 回関西山峡会総会」を、さる６月 23 日に大阪市都
島区の太閤園で開催しました。総勢 70 名と過去最大の参加
者で新年号にふさわしい集いとなりました。総会は、役員改
選で新会長「 山本孝徳氏」の開会の挨拶に始まり、ご来賓
の皆様からお祝いのお言葉やふるさとの現況説明を頂きまし
た。
　第２部の懇親会は、紙切り演芸の三遊亭絵馬さんによる紙
切りの横顔を映写しそっくりだねと皆を驚かせました。また
参加者の内若年３人グループによる演芸は元気そのものでし
た、その後ふるさと方言クイズ・抽選会・カラオケなどで盛
り上がり、最後にふるさとを合唱し万歳三唱と一本締めで来
年の出会いを誓い合いました。
　　　　　　　　　　　　　　　 堀野 克麿（大阪府茨木市）

　53 年ぶりに東京に行き、久し振りの都会に戸惑いました。
電車に乗るのに切符は使わずカード 1 枚、便利な世の中に
なりました。
　初めて東京同期会に出席しました。友達はみな元気溌剌と
して、異郷にいると再会がこんなにも喜ばしく懐かしいもの
だと思うと胸がキュンとなりました。思えば 75 歳になった
今では、古女房よりも、もっと古い付き合いです。故郷は遠
きにありて思うもの・・。
　　　　　　　　　　　　　　　　池永七三郎（萩市中津江）
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萩
大
志
館
「
東
京
遊
学
ツ
ア
ー
２
０
１
９
」

萩
市
の
中
学
生
が
、
東
京
で
活
躍
す
る

萩
市
出
身
Ｏ
Ｂ
を
訪
問

　

萩
市
出
身
の
社
会
人
で
構
成
さ
れ
る

一
般
社
団
法
人
萩
大
志
館
は
、
４
月
４

日
、
５
日
の
２
日
間
、「
東
京
遊
学
ツ

ア
ー
２
０
１
９
」
を
実
施
し
た
。
昨
年

に
続
き
２
回
目
の
今
年
は
、
萩
市
内
の

中
学
３
年
生
７
人
が
参
加
し
、
東
京
で

活
躍
す
る
５
人
の
Ｏ
Ｂ
の
職
場
を
訪
ね
、

Ｏ
Ｂ
の
人
生
観
や
仕
事
観
に
耳
を
傾
け
、

ふ
る
さ
と
萩
へ
の
思
い
を
語
り
合
っ
た
。

　

１
日
目
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
を
訪

問
。
不
動
産
会
社
勤
務
の
Ｏ
Ｂ
は
、
販

売
金
額
２
億
円
の
物
件
に
遊
学
生
を
案

内
。
夕
食
を
準
備
し
た
の
は
萩
市
出
身

の
料
理
家
、
も
り
え
り
さ
ん
。
懇
親
会

に
は
東
京
指
月
会
の
幹
部
や
起
業
家
ら

も
出
席
し
て
生
徒
た
ち
を
歓
迎
。
世
代

を
超
え
た
交
流
が
実
現
し
た
。

　

２
日
目
は
、
世
田
谷
の
松
陰
神
社
で

松
陰
先
生
の
墓
前
に
献
花
、
国
会
議
事

堂
、
首
相
官
邸
を
外
か
ら
見
学
。
最
後

は
六
本
木
の
高
層
ビ
ル
に
オ
フ
ィ
ス
を

構
え
る
Ｉ
Ｔ
企
業
経
営
者
を
訪
問
し
た
。

■
東
京
遊
学
ツ
ア
ー
と
は

　

高
校
選
択
を
人
生
選
択
の
第
一
歩
と

位
置
づ
け
、
高
校
受
験
を
前
に
し
た
中

学
生
に
、
将
来
を
考
え
る
一
助
に
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
。

　

生
徒
側
の
旅
費
負
担
は
２
０
０
０
円
。

そ
れ
以
外
の
費
用
は
、
萩
大
志
館
と
活

動
に
賛
同
す
る
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
の

寄
付
金
で
ま
か
な
う
。

□
Ｏ
Ｂ
の
声

　

将
来
は
萩
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
す
べ

き
故
郷
と
し
て
語
れ
る
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
。

□
井
関
隆
行
代
表
理
事

　

萩
を
離
れ
、
都
会
で
生
き
る
こ
と
を

選
ん
だ
は
ず
の
大
人
た
ち
が
、
強
烈
な

故
郷
愛
を
隠
さ
ず
に
言
葉
に
し
、
萩
へ

の
貢
献
を
語
り
実
行
し
て
い
る
姿
は
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
萩
を
支
え
な
が

ら
生
き
る
「
萩
支
民
」
と
し
て
の
あ
り

方
を
、
子
ど
も
た
ち
に
示
し
て
い
る
。

　

東
京
遊
学
ツ
ア
ー
の
目
標
は
５
年
で

30
人
。
そ
の
中
か
ら
き
っ
と
萩
を
背

負
っ
て
立
つ
人
材
が
出
て
く
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

萩
高
校
創
立
１
５
０
周
年

記
念
事
業
募
金
の
お
願
い

■萩大志館とは
　民間の萩出身ビジネスマンによって設立され、萩出身者・市民のふるさ
と愛を資金としてお預かりし、故郷の課題解決、価値創造にダイレクトに
寄与する事業に変換している。詳しくはホームページをご覧ください。

１
日
目
懇
親
会
で
の
Ｏ
Ｂ
と
の
集
合
写
真

　

明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
萩
明
倫
館

の
流
れ
を
く
む
萩
学
校
が
萩
中
学
と
改

称
さ
れ
た
こ
と
に
源
流
を
発
す
る
萩

高
校
は
、
来
年
２
０
２
０
年
に
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

萩
高
校
同
窓
会
お
よ
び
創
立
１
５
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
会
長
・

委
員
長
は
野
村
興
兒
）
で
は
募
金
活
動

を
始
め
た
。

■
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業

記
念
式
典
２
０
２
０
年
10
月
18
日

（
日
）、
萩
高
体
育
館

記
念
講
演
、
記
念
誌
「
萩
高
校
百
五
十

年
史
」・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
発
行
、記
念
冊
子「
学

統
を
受
け
継
い
で
」
の
発
行
、
明
倫
館

か
ら
受
け
継
い
だ
お
宝
・
資
料
の
公
開
、

萩
高
校
へ
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
な
ど

■
募
金
活
動

目
標
額
／
１
０
０
０
万
円

募
金
額
／
個
人
１
口
５
０
０
０
円
、
法

人
１
口
２
万
円

募
集
期
間
／
20
年
12
月
末
ま
で

納
付
方
法
／
①
事
務
局
宛
て
現
金
送
付

お
よ
び
持
ち
込
み

②
郵
便
口
座
振
替
［
口
座
番
号
］

１
５
１
０
ー
６
ー
８
１
２
２

［
口
座
名
義
］
萩
高
等
学
校
同
窓
会

問
い
合
わ
せ　

萩
高
同
窓
会
事
務
局

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）
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■
ふ
る
さ
と
萩
・
小
川
会

　

田
万
川
地
域
小
川
出
身
者
の
関
東
地

区
同
郷
会
。

10
月
６
日
（
日
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
１
‐
６
‐
２
（
Ｊ

Ｒ
大
崎
駅
東
口
か
ら
徒
歩
２
分
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０
・
９
６
７
３
・
２
２
９
６
）

佐
伯

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
（
東
京
駅
丸

の
内
北
口
）

日
本
工
業
倶
楽
部

（
０
３
・
３
４
７
１
・
０
２
８
６
）
東
京

指
月
会
事
務
局
（
松
本
方
）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
～
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０
・
３
１
４
１
・
７
５
０
５
）
椿

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
16
日
（
土
）
正
午
～
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和
彊
館

（
０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
８
７
３
）

勝
山

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

■
柳
井
嗣
雄
展
「
発
掘
」

　

萩
市
出
身
の
美
術
家
、
和
紙
造
形
。

「
遺
物
」
立
体
20
点
（
世
紀
末
版
）
と

平
面
20
点
（
平
成
版
）
を
同
時
展
示
。

８
月
22
日
（
木
）
～
９
月
15
日
（
日
）

木
曜
日
～
日
曜
日
の
13
時
～
18
時

東
京
都
国
立
市
東
４
‐
21
‐
10

宇
フ
ォ
ー
ラ
ム
美
術
館

（
０
４
２
・
５
８
０
・
１
５
５
７
）

■「
十
三
代
三
輪
休
雪
襲
名　

雪
せ
つ
れ
い嶺

展
」

　

十
三
代
休
雪
を
襲
名
し
た
三
輪
和
彦

の
個
展
。

９
月
18
日
（
水
）
～
24
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
‐
４
‐
１

日
本
橋
高
島
屋　

美
術
画
廊

（
０
３
・
３
２
１
１
・
４
１
１
１
）

■
「
君
子
勿
素
餐　

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
陶
五
人

展
」

　

岡
田
泰
、
坂
悠
太
、
渋
谷
英
一
、
田

原
崇
雄
、
坂
倉
正
紘
の
展
示
販
売
。

９
月
18
日
（
水
）
～
24
日
（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
‐
４
‐

１日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
６
階
ア
ー
ト

ス
ク
エ
ア

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
物
産
展

　

鎌
倉
市
の
姉
妹
都
市
交
流
の
一
環
と

し
て
、
萩
市
、
上
田
市
、
足
利
市
の
特

産
品
を
紹
介
し
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
11
日
（
金
）
～
12
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
12

日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

鎌
倉
市
御
成
町
18
‐
10

鎌
倉
市
役
所
第
三
分
庁
舎
１
階
講
堂

（
問
）
鎌
倉
市
商
工
課

（
０
４
６
７
・
２
３
・
３
０
０
０
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
「
萩
観

光
物
産
展
」

　

世
田
谷
区
の
松
陰
神
社
境
内
で
開
催

さ
れ
る
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り
に

併
せ
て
開
催
さ
れ
る「
萩
観
光
物
産
展
」

に
、
萩
市
の
特
産
品
で
あ
る
萩
焼
、
地

酒
、
海
産
物
、
夏
み
か
ん
菓
子
等
を
販

売
し
ま
す
。「
萩
に
ゃ
ん
。」
も
登
場
。

10
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
27
日
は
午
後

５
時
30
分
ま
で
）

世
田
谷
・
松
陰
神
社
入
口
横
公
園
、
松

陰
神
社
通
り
商
店
街
（
東
急
世
田
谷
線

「
松
陰
神
社
前
駅
」
下
車
）

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■「
十
三
代
三
輪
休
雪
襲
名　

雪
嶺
展
」

・
10
月
２
日
（
水
）
～
８
日
（
火
）

京
都
市
下
京
区
真
町
52　

四
条
通
り

高
島
屋
京
都
店　

６
階
美
術
画
廊

（
０
７
５
・
２
２
１
・
８
８
１
１
）

・
10
月
16
日
（
水
）
～
22
日
（
火
）

大
阪
市
中
央
区
難
波
５
‐
１
‐
５

高
島
屋
大
阪
店　

６
階
美
術
画
廊

（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

・
10
月
30
日
（
水
）
～
11
月
５
日
（
火
）

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
１
‐
１
‐
４

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
名
古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ　

関
西
地
区

10
階
美
術
画
廊

（
０
５
２
・
５
６
６
・
１
１
０
１
）

■
「
納
冨
晋
作
陶
展
」

　

納
冨
晋
の
個
展
、
茶
道
具
、
鑑
賞
品
。

11
月
14
日
（
木
）
～
20
日
（
水
）

広
島
市
中
区
胡
町
６
‐
26

福
屋
八
丁
堀
本
店　

７
階
美
術
画
廊

（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
九
州
指
月
会

　

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
８
日
（
日
）
正
午
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
福
岡　

博
多
ス

テ
ー
シ
ョ
ン　

４
階
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

（
旧
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多
）

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
廣
瀬

■
つ
ば
き
会
九
州
支
部

　

九
州
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。
今

年
は
下
関
支
部
と
合
同
開
催
。

11
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
～

下
関
市
彦
島
西
山
町
５
‐
２
‐
１

天
白
ひ
ら
こ
し
（
ふ
く
楽
舎
）

（
０
９
０
・
４
３
５
８
・
２
６
５
９
）

竹
内

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
５
０
０
）
中
原

山
口
県
関
係

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

「
萩
も
の
が
た
り
」

　

秋
の
新
刊（
10
月
発
行
）

63
号
「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
入
門
―
萩
の
大

地
と
人
の
物
語
―
」

白
井
孝
明
（
萩
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
）

定
価　

５
０
０
円
（
税
別
）

　

２
０
１
８
年
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
た
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
。
明
治
維

新
胎
動
の
地
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を

は
せ
る
萩
を
土
台
と
し
て
支
え
て
い
る

の
は
、
１
億
年
間
に
も
及
ぶ
３
つ
の
マ

グ
マ
の
活
動
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
大

地
で
あ
っ
た
。

64
号
「
槌
音
高
く　

笠
井
順
八
・
久
原

房
之
助
」

読
売
新
聞
山
口
総
局

定
価　

５
０
０
円
（
税
別
）

　

わ
が
国
初
の
民
間
セ
メ
ン
ト
会
社
を

起
こ
し
た
笠
井
順
八
と
、
鉱
山
王
か
ら

財
閥
の
ト
ッ
プ
に
上
り
つ
め
、
政
治
家

と
し
て
も
存
在
感
を
発
揮
し
た
久
原
房

之
助
。
山
陽
小
野
田
市
と
下
松
市
の
産

業
近
代
化
の
礎
を
築
い
た
、
萩
に
ゆ
か

り
の
二
人
の
歩
み
を
た
ど
る
。

□
定
期
購
読
会
員
を
募
集
中
！

年
会
費　

２
０
０
０
円
（
年
間
４
冊
）

（
問
）
一
般
社
団
法
人
萩
も
の
が
た
り

萩
市
椿
東
浦
田
５
０
０
０　

至
誠
館
大

学
内
（
10
月
か
ら
）

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３
）

中
国
地
区

九
州
地
区
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９
月
30
日
を
も
っ
て
、
広
報
特
別
参

与
を
退
き
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
・
編
集
担
当
を
退

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
１
９
９
４
年
、
ふ
る
さ
と

情
報
紙
と
し
て
創
刊
し
、
ふ
る
さ
と
萩

の
情
報
を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
の
は
１
９
９
８
年
５

月
号
（
21
号
）
か
ら
こ
の
２
０
１
９
年

９
月
号
（
１
４
９
号
）
ま
で
の
20
年
間

（
萩
博
物
館
長
就
任
の
２
年
間
を
除
く
）。

　

そ
の
間
、
各
地
の
同
窓
会
・
同
郷
会

な
ど
で
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
（
広
報
特
別
参
与　

山
本
章
三
）

編
集
後
記

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部

　

下
関
地
区
の
萩
商
工
高
校
の
同
窓
会
。

11
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
～

下
関
市
彦
島
西
山
町
５
‐
２
‐
１

天
白
ひ
ら
こ
し
（
ふ
く
楽
舎
）

（
０
９
０
・
４
６
５
２
・
５
０
２
８
）
原

■
萩
商
工
高
校
同
窓
会
つ
ば
き
会

　

萩
商
工
高
つ
ば
き
会
の
本
部
総
会
。

10
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
～

会
費
３
０
０
０
円
（
弁
当
代
、
福
引
代

含
む
）

萩
市
平
安
古
町
５
４
４　

萩
商
工
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）

■「
恒
久
破
壊
―
十
三
代
三
輪
休
雪（
三

輪
和
彦
）
の
陶
造
形
」
展

　

十
三
代
休
雪
を
襲
名
し
た
三
輪
和
彦

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
陶
の
造
形
作
品

の
展
示
。

７
月
９
日
（
火
）
～
11
月
17
日
（
日
）

萩
市
平
安
古
５
８
６
‐
１

山
内
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館　

陶
芸
館
展
示
室

（
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

■
熊
谷
美
術
館　

伝
統
か
ら
現
代
、
未

来
へ
「
雪
舟
と
山
本
浩
二
」「
古
萩　

今
萩　

新
萩
」

　

熊
谷
五
右
衛
門
生
誕
３
０
０
年
を
記

念
し
、
熊
谷
家
と
交
流
の
あ
っ
た
坂
高

麗
左
衛
門
歴
代
と
萩
焼
の
未
来
を
担
う

陶
芸
家
・
岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
坂
悠

太
、
坂
倉
正
紘
、
渋
谷
英
一
、
新
庄
紹

弘
、
田
原
崇
雄
、
玉
村
信
一
の
作
品
を

展
示
。
画
家
・
雪
舟
と
ミ
ラ
ノ
で
活
躍

す
る
現
代
抽
象
画
家
・
山
本
浩
二
の
対

比
に
よ
り
、
未
来
の
美
の
あ
り
方
を
志

向
す
る
。
併
せ
て
現
代
陶
芸
作
家
・
濱

中
月
村
の
作
品
を
特
別
招
待
。

９
月
１
日
（
日
）
～
11
月
24
日
（
日
）

萩
市
今
魚
店
町
47

熊
谷
美
術
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
７
５
４
７
）

■
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
旦
那
様
が
や
っ
て
き
た
～
益
田
か
ら

須
佐
へ　

近
世
益
田
家
の
幕
開
け
～
」

　

関
ヶ
原
の
戦
い
で
毛
利
氏
に
加
勢
し

た
益
田
氏
は
、
長
年
の
拠
点
・
益
田
を

離
れ
須
佐
へ
移
封
と
な
っ
た
。

９
月
７
日
（
土
）
～
11
月
24
日
（
日
）

萩
市
須
佐
４
４
４
１
‐
10

須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
「
み
こ
と
館
」

（
０
８
３
８
７
・
６
・
３
９
１
６
）

■
「
コ
ン
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」

　

ジ
ャ
ズ
サ
ッ
ク
ス
の
巨
匠
、
ス
コ
ッ

ト
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
カ
ル
テ
ッ
ト
が
来

日
。
日
本
ジ
ャ
ズ
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、

北
村
英
治
も
参
加
し
、
日
米
巨
匠
の
夢

の
共
演
が
実
現
。

11
月
２
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

料
金　

５
０
０
０
円
（
５
０
０
席
全
席

指
定
）

（
問
）
喫
茶
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
や
ま
ぐ
ち
Ｙ
Ｙ
！
タ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ

萩
市
関
係

　

山
口
県
の
暮
ら
し
と
仕
事
の
魅
力
を

お
伝
え
す
る
「
Ｙ
Ｙ
！
タ
ー
ン
カ
レ
ッ

ジ
」。
山
口
県
に
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し

て
活
躍
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
山
口
県
の
「
地

域
の
今
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
第
４
回

の
テ
ー
マ
は
ま
ち
づ
く
り
。
萩
で
活
躍

す
る
ゲ
ス
ト
の
生
の
声
が
聞
け
ま
す
。

12
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
～

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２
丁
目

東
京
交
通
会
館
６
階good　

offi
ce

ゲ
ス
ト
：
新
井
達
夫
さ
ん
（
宇
部
市
出

身
・
鎌
倉
在
住
）

小
川
優
子
さ
ん
（
奈
良
県
出
身
・

２
０
１
６
年
に
萩
市
へ
移
住
）

　

新
井
さ
ん
は
、
萩
市
で
や
り
た
い
こ

と
を
や
り
た
い
よ
う
に
や
る
若
者
を
増

や
そ
う
と
「
萩
地
域
資
源
株
式
会
社
」

を
起
業
（
本
紙
７
月
号
で
紹
介
）。

（
問
）
萩
市
地
域
づ
く
り
推
進
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
６
０
）

■
「
萩
は
夜
を
愉
し
む
」

　

山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

萩
支
部
（
河
村
剛
太
郎
支
部
長
）
が
、

ナ
イ
ト
ス
ポ
ッ
ト
マ
ッ
プ
の
第
２
弾

「
萩
は
夜
を
愉
し
む
」
を
発
行
。

　

第
１
弾
よ
り
７
店
舗
増
え
、
全
52
店

舗
の
ス
ナ
ッ
ク
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
バ
ー
な

ど
を
紹
介
。
萩
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

観
光
協
会
で
配
布
。

　

第
１
弾
の
「
萩
の
夜
を
愉
し
む
」
は

本
紙
18
年
11
月
号
～
19
年
５
月
号
に
４

回
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
連
載
。

　

長
年
実
施
さ
れ
た
「
萩
も
の
し
り
博

士
検
定
」
と
「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」

を
廃
止
し
、
新
し
く
「
萩
検
定
」
を
創

設
し
た
。

　

特
長
は
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
幕

末
維
新
の
４
科
目
に
分
類
し
、
１
科
目

か
ら
で
も
受
検
で
き
る
。
コ
ー
ス
は
各

科
目
そ
れ
ぞ
れ
初
級
、
中
級
、
上
級
の

３
コ
ー
ス（
上
級
は
来
年
度
実
施
予
定
）。

初
回
特
典
と
し
て
中
級
受
検
者
の
中
か

ら
抽
選
で
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

□
初
級　

８
月
１
日
～
11
月
22
日
の
間

に
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
無
料

受
検
で
き
る
、
50
問
択
一
式
で
45
問
以

上
の
正
解
で
合
格
。「
萩
検
定
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
検
で
き
ま
す
。

□
中
級　

初
級
コ
ー
ス
の
合
格
者
を
対

象
に
、
12
月
15
日
（
日
）、
萩
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
択
一
式
30
問
、

記
述
式
20
問
、
45
問
以
上
の
正
解
で
合

格
。
受
検
料
は
１
科
目
に
つ
き
千
円
、

申
し
込
み
は
11
月
27
日
ま
で
。

＊
「
萩
検
定
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」

も
発
売

定
価　

２
０
０
０
円
（
全
８
０
０
問
）

購
入
方
法　

A
m

azon

、
全
国
の
書
店

で
注
文
（
受
注
販
売
）。

（
問
）
萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

課（０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

第
１
回
「
萩
検
定
」
開
催

ご
当
地
検
定
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

お
知
ら
せ

出
版
情
報

　

長
き
に
わ
た
り
、
こ
の
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
山
本

章
三
さ
ん
が
、
本
年
９
月
末
で
、
広
報

特
別
参
与
職
を
退
職
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
功
績
、
ご
労
苦
に
対
し
、
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
大
変
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

次
号
か
ら
、
新
た
な
体
制
に
よ
り
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
成
し
、
萩
を
愛
す

る
皆
様
に
ふ
る
さ
と
萩
の
情
報
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
会
長藤

道
健
二
）
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全国のネットワーク会員に、年4回隔月で郵送
令和元年度発行　5・7・9・1月号（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,535人（2019年７月末現在）

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

「萩の鉄道物語り」9月14日（土）～10月20日（日）
　日本の鉄道の父、時刻表の父、世界的鉄道車輌製造会社の創業者、
全国的に知られた鉄道遺産、鉄道がもたらした観光ブームなど、萩の

11月9日（土）～20年1月5日（日）

山陰本線を走る列車

鉄道にかかわる物語りを紹介しま
す。
■観覧料　大人 510円、高・大
学生 310円、小・中学生 100円
■休館日　会期中なし

発行回数を年４回に変更しました。
９月号以降は１月・４月・７月・10 月

「にゃんとも猫だらけ」
　浮世絵版画に描かれた猫たちを、近年の猫美術展ブーム
の火付け役である平木コレクションにより紹介。2015 年に

9月14日（土）～11月17日（日）

■観覧料　一般1000 円、70 歳
以上の方・学生800 円、18 歳以
下は無料

ニューヨークでも開催され大好評
を博した展覧会が、出品点数を増
やした拡大版で萩にやってきます。
＊10 月15 日（火）～17 日は（木）
は展示替え

豊原国周「東けい三十六
会席柳ばしそめ」

「現在形の陶芸 萩大賞展Ⅴ」
11月23日（土・祝）～20
年1月13日（月・祝）

平木コレクション

写真／下瀬信雄「萩市三角州」（部分）
　山口県立美術館の下瀬信雄展「天地結界」（5/23～ 7/7）で展示さ
れた約 2㍍×約 6㍍の大作「萩市三角州」（2017年）は、萩市に寄贈
され、今年 7月完成した新しい萩市総合福祉センター（江向）に、タ
イトル「夏の思い出」として設置される予定です。


